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今 M 來 朝した ろ乂闽 お出 ooc ) oo 巧說が 

米國を 動かず 猶太の 勢力 

— 日米 關 係じ對 ずる I 考察 1 


0 を 巧の 巧ち は w 太の 巧ぞ を、 ホを は 
な 太 人 サ葬巧 巧のを、 なして な 太のを が 
をぶ はし、 日の丸を とに 巧 田した のは 日 
本な 神を はて サ界 « A の な 丰を 巧が ナる 
の袁を 巧した のでち る。 
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がず 猶太の 勢力!^ 
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序 文 

ある 日 00 巧の 友人から 淹 話で 「いま 乂國 から 00000 巧が か 朝 
している。 この 方は々 は貨 業み にがられ るが、 元はな 人 もし、 义乂學 
を授 もされて 誠に 亞 しい 憂 阐の志 ± である。 處 で々 H 或る 會 合で W 巧 I 
から 米 閑に 於け る お 太 人の 巧 動に ついての 一端を 伺つて 非常に^ かが 1 
く おつた。 そこでな 經學 含で も 一つ W 巧に 御 願 ひして 一 腑御韶 を 贈い I 
ては どぅか」 との 事で をつ た。 

これは 願つても ない 事で、 今迄 义國や 英阀の 知 おの 人に お 太 人の 巧 
動に ついて 所見を 船いても、 がの 話しが 洩れる とがに 迫 萬され るので 
II をつ ぐんで 中々 がの 巧 相は 語らない。 そこで々 が 朝の ぶをから 若し 


息 巧な き 所感が 伺 へれば がに ありがた いとぶ ふ 誘で 早速 一夕の 御 懇話 
を 願つ たの である。 

處 が、 幸 ひ快說 されて 明り 出 强献阀 と 云 ふ 前後 W 巧から 親しくが 聽 
したの が 此の 述お •て ある。 

化の 述 おを 御 散 了 なれば みる 事で あるが、々 义阀 で辦乂 人の 巧 動の 
巧かを訴れば火巧ム臟おで繫れる (葫殺のなか) のである。 そ;*^て此 
の御訴 しの 前に、 話ぶ たる M 巧の がは お秘 にす る 御約义 をした の V あ 
る。 從 つて 巧 巧に 腳 する 事は 御が 介な し 難いので ある 0 

な勃發 している 支那 事 變は學 なる 日ぞ巧 糊の 紛爭 ではなく、 がの が 
因が 明に が 义の 活動に 起因す る。 支那 事 嫂の 發 於は 冗し く 义那に 於け 
る 日 木と 折ぶ の 相迎を 如何にし てが 化する かと 云 ふ 事に おつて がる。 


妍 太問洒 はぶい 峽义の 問 姐では なく 現前の 事が である。 

今 化み 商工 策 巧 本の 二み の 一强を 化が して 歐义 の余融 ホを 牛 ザり、 
日、 獨を 除く 一 In 論述 U 巧 閒の九 割を 尊が して 化 界報鸿 樵を 指れ る辦太 
勢力の 巧 相を 識ら ずして 政が 外を 轉濟を 語る 薄は 到底 不可能で ある 0 
切に 詢 ぶの 一が の 硏絳を 望む 次 巧で ある。 (が W ) 

昭か 十一 一年 八月 • 

國倏政 經學會 
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おは. だはげ 日 かれて ホるな 如ら の 御が かで 化生 化を：：： 化 巧つて 御站 しを 夫 等 
の 人と 伺つ たので あらます が、 巧の 時の 巧みと 巧 今 一寸 御 伺 ひしました 巧 じ 仏 
ると、 が ホ 利 加 じ 於ても 此の 術 太 人の 閒强は 米 巧のを 阿的诚 ぶの 間には 非が じ 
巧大 をる 閒 題と ぶつて がる 事が 分り、 且 化生が 此の 训趙 じ關 しては なく 硏究も 
され、 又を々 な 硏究巧 關じ關 係を おつて 巧ら れる やう 化椎裝 される ので あ 6 ま 
すが、 がし、 巧は 昨日の がら 化ら は 巧々 硏究 ホ泌の 外にた々 の 人が 巧た もので 
ホ 6 ますから、 大々 说胞 なさつ て 巧ら れ たやう であ 63 すので、 今 H は、 み じ 
日本と 曲 ホ 利 加の がを 關 がを 巧す 上 じ、 がの 化 本 問 巧と して どうしても 此の 閒 



抑が 非 おじ 柳 化を 巧つ もので わると おも 考 へて おら、 又、 化生 も 恐らく さう 御 
をへの ことで わら 音せ うから、 昨日と 違つ て々：：： はお 做な く 御ぶ 脚へ る だら う 
とが じます。 

もこで 化は 此の 巧 化生 じ、 なが 御 がらの 巧が を 化を しまして、 御が かを々 此 
のか のれ 巧に けて 御 話を して 度 < がに とかの A からの 御ホ學 がわら ましたの 
で、】 音し わい と 化 ひます。 

〇國際 政觀學 貪の 攸命 a にお 命 

化の みは々 く プラィ ぺ—卜 を もので わつ V ， 何等な けの 巧 柳では わら ませの 0 
化の おは 吾 ♦の閒 じ、 日本 巧 巧の り 街 本能 上扣 ホた みで あ もます が、 之を ば 近 
ホ 日本人の 脚で も、 何だか 一巧^ 犧 巧め 硏究機 脚、 ぶは 調が 巧 側で わるが 如く 
化 言 ふ 人が お 6 ますが、 もれは おれ 的と 云 ふょ A も おじ 切 巧な ぶじの おお W ホ 


上っ たので、 折 太 問題の 重大け を闲 民に 替 がしょぅと いふの が、 此の 會を 作っ 
々巧の n 的で わらます。 

隨 って 此の# は 何等 化から かかを 巧け て 出 ホた もので もな く •又 化から 何 か 
巧 助を 巧け て やって がる もので もない、 を < 巧な たる# 員の 協力 化 化って、 自. 
巧 的に 生れた もので わらます。 

また 是は ホ 常にみ 锅 巧の 有る もので わらます。 化の 巧 歐洲る 6 ではみ 庶ま兹 
とい ふこと を 言 はれて がらます が、 n 本 じがて はを 賄 ホ 巧の もぅ 一っ 上の 巧が 
を 現じ 具な してが て、 おする 化、 巧の ファミリ— の 一巧の 中 ふが 卽 もな 単で あ 
ると いふ、 是 はを くが 巧 化 於て 無 化の 强 さを ホっ ホので あって、 化の 邸は 巧 化 
化生 化 誌が して 赏ひ たいので わらます。 このは 巧め 巧 神は、 足は 巧して を 論で 
はなく、 此 おじ おる 巧のを； は 本能 的 じ 巧 等は 一つの ファミリ— 化 巧す る もの 
だと 云 ふぶ じを 有つ て 巧みます。 一例を 言へ ば 化の み 化 傅は つて 屛る 所の 記な 


じ 化れば 化の ぶは、々 の 巧 衞公骑 と 同じ フ アミ ブ— たる 藤 原 巧 化 おする とい ふ 
風に、 ちれぐ ホ 繰って 巧けば 巧 一み 巧で わる。 もれは 讓 論でなくて、 事 巧で 
わらす す。 だから さう いふ 本能を 巧を つて 巧る とい ふことは、 なは 他の 闲じ於 
て 見る やうな、 ち 俾巧眺 や 何 かで 巧 傅した をの ィデ ォ n >r I じ 依る 喊 おとか 何 
とかい ふ ものでは ない ので あ 6 ます。 卽 もぶ さ 過去からの 巧 巧で わる 故 ホ 常な 
力强 さが あると いふ ことを 説 解して おひたい ので わ 6 ずす。 

もこで 再 ♦の 此の 運動 も H みほ 族の 本能で わって、 例へ ば 動物界 化 めても 搜 
の 如 さな 尙 ななは 必ず、 が 中の 一 M ホは お 羽が 始 お見張ら をした 6、 背 おを し 
たらす る ものが あら、 又が' の 他の もので も 教戒を を 板に 傅へ ると いふ 本能を か 
って 巧る。 巧々 の 連動 も 斯うい ふけ 巧の もので わる^ら み 巧ず る もので わら ま 
す 0 

巧に 日本 じがて は史 をが 巧 はれて 巧る から、 或る 念 ル 化め ては 是は 永久の 生 


命を 有する もので わると 言っ でを しいので わらます。 日本では 化 人 主義の 巧 達 
した 巧 謂 向 ホ ま 菜の 闲菜 じがけ る やうな、 なかを ば 言論が 闕が大 ホの 夕 k 化っ 
てが あして どうす ると か、 曲つ たぶ かじ 持つ て 行.^ れる とい ふやう を杂 例は 巧 
るいので わって、 巧 巧、 正義が お 局 何時でも 巧 はれる とい ふの が 巧々 日本 閑 
民の 諮 もで わ 61^ すから、 化 おみと ころは 能く か 巧の 人 速に 訟 解して 賞は ねば 
ならのと 化 ひます。 

〇 國ぉ政 經學會 の 要望 

ホ 化 化の 會の メンバ— じかて 一寸 ホ 上げます と、 〇〇 さんの かさは 斯 太閒趙 
を 硏究し 始められて からもう 二十 五六 年 じ もなら ますし、 な自 かも 此の間 姐 じ 
は 十八 年 前 化 著 眼した もので わ す。 なは 今の ヒ トラ I の排斯 運動な どがま 
だ 日本 じは 何等 知られて 居ない 時代 化 始めた もので わ 4 ます。 巧々 は 今は 歐洲 


でみ ぜられ て 時る お 太 人の ィダ ォ とかな 巧の 運動 等 化かて は 大巧 ホ かし 
て お 6 ます。 巧 化か ふの 硏究 ホの まいた 本で わると か、 ぶは まゥ いふ 事 化视す 
る 巧朋じ 付ても 巧常硏 おして わるつ もらで わ 6 ます。 

巧で 巧々 が問裡 のな 刻 さを かつた お 巧ち る 巧みと いふ ものは、 がの 對 巧の 前 
じ、 化づ 之を か 何 じして 日本人 じ 了が さ廿 るかと いふ こ.*- で わ 6 ます。 斯义侧 
の 逆な 傅の 义が けき 强 つて 巧て、 巧々 の 方からは がに をの 證 がを 化 供し なけれ 
ば どうしても 今 S n 本人は 之を 信じがない 。過去の ザ 巧の が 過をから サる やう 
化、 がの 閒粧 じかて うずく 說 巧を しないと R 本人は どうしても 了が しないので 
わるり 

‘ もこで 本日は ィデ ォ n ゲ— 的な、 巧 論 的な 斯太 閒趙は 化づ盖 措いて、 ホ 化 6 
早い みほ 的の 事 巧 化が てみ ♦じかへ てぶ きたいと 化 ひすす。 

もれ 和ら 本日 化な 化 化 まつて おらまず メンバ— は、 禅責 化を 巧ん ずる 方 ♦ば 


か 6 である、 本 常の ゼン ト八 マンば^ 6 で わり 4 すから、 此 おで おいた 事 じょ 
つて、 化生が 姐 ホ 利 加へ 歸られ てから 後 じ、 御迷惑を 御 巧け する やうな ことは 
、巧 じて あ 6 ま廿 の。 

巧々 は 化生を 非 おじ A ぶなる が 巧で わる ことを 殺 わて W みので わ 64 し V *、 
先生 じ おする 巧 令 巧を 川 ホる だけ 縮 保 するとい ふことは が々 が 貴 化を もつ てが 
巧を す ことで わ 6 ます 如ら、 ちの 點御 女、 むを 供 ひたい。 だから 今 H は】 つ微 を 
のじ 化を のが ホへ じ ホつ てがる 所を 腹藏 をく、 父 化 化の かつて がられる 所の 事 
巧に けて 御 述べを が ひたいと 化 ひます。 

かほ 义 もれと 问 時に、 ぶな じ： か々 の 斯うい ふを がわる とい ふことは、 信觀山 
ホる 硏究巧 脚な 外には からさな いやう じして おさ •同け じ义將 米は 礁 がなる を 
巧の 化 供を が ひ、 父；；；； S が 川 ホる 硏究巧 細 じか V は 進んで 之をから せて 化さ まし 
て もれな 外の ことは 械が じして 巧 ひたいと が じまず。 (化が) な 上 


請 おは 巧 巧の 辭太お 巧 上 化の 薄の 內 をを 外 巧 人 ( H 本 お 
がの 外 閑人の 化 おは 斯太 人な 6) じ 話されざる がを 萬む 
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昭巧 十二 年 が丸ノ け乂樂 クラブ I 

國お政 經學會 懇話 會 9 

0 猶太 人が アメリカを 化 服した 事贺を - 

ク晚 はおは をム して 御 詰したい と 化 ひます。 かほ 今 晚は此 
のが 処の •が ホと か、 歷史 とかい ふやぅな 前は しないで、 ぶと ' 
してが 义 人が 如何に 亞ホ利 加を； 化 服した か、 乂化服 1 つ、 あ 
るかと いふ ことにが て 御前を 致したい と 思 ひます。 


註 人が 的 
巧 おがを 驻 
けんとず る 


〇 アメリヵに 於け る獅乂 人の 數 

亞义利 加に 辦乂 人が どれが がる かとい ふことは みり まかぬ 
が、 彼等 円みは 五 だ 逆 だと 稱 してが ります。 併しは つきり み 
り ませ 知が、 巧々 は 八 巧が の 至 九 巧が たと 化 ひます。 入：！ 調 
巧と いふ やうな 場合に 於て は、 彼等は が 乂 人は 人 穂でなくて 
を か W 體 であると いふ ことを 許つ て •うまい こと 逃げて 居り 
ます。 所が さう いふ 風に うまい こと 一一;:: 逃れを してが 乂人 たる 
がを 化し いる 彼等 自 みが 拆乂 人は 非常に 優秀な K 族で をる 
とい ふこと を唱 へて、 蒂 物まで 書いて； ります。 スミ ソニア 
ン •ィンス チチユ I 卜 では 搞乂 人は 欠 張り ル か 脚 破で あると 
吾リつ てがりまナ が、 ジ ユ I ィ ッ シ ユ • エ ン サ ィ ク ロ ぺ ジ ア に 


I . 

は搞太 人は 非常に ホ カな 民族で あると いふ ことを 誇つ て 居り 
ます 0 

〇搞ぶ 人の アメリカ； 化 服は 巧 聞から 

摘 太 人は 歐 器れ の阁 でも 先づ款 みの 王座を 抱り、 それ 
から 工業都市を 支 酷す る ことに 進出 ム て がました。 I 
そしてみ にを 本に 化つ てが 閒を 支^して 來る やぅに なり ま ^ 
した _ 

一の 义 、娶な 裏方 逆 非を 證」 V 華、 裘で益 

け 説^と 裏の 他 ミき な 町で ち衛歡 6 おん^ セ、 n はが 太 

人が 之を して 辟り ます 0 

彼等は 地义利 加では か蝴 をを 部 コ’八 卜$ い， J して、 さぅ し 



て 小 巧が 巧の 方： 怖に 於ても 非常なる 勢力を 仲して おります。 
銀む やが 業ぶ 阳は枫 太 人は 大體此 を； 化 服して 化 舞いました。 

お ザ や 巧いて がる 化 巧は ない ので 今後は 彼等は ぶと して 政 
がに 池 山し なければ ならぬ とい ふが 勢に なつて がります。 そ 
れ •てが 閒の編 i ： には 約 太 人を な 説ず ると いふ 態度を がつて 居 
ります。 數 が 前 ま V はおぶ 人の 勞 力を ぶ师 にかて ると いふ こ 
とを 非常に 恐れて がつ たのであります が、 併し 始終 どうい ム 
た网 政治ぶ がが 乂人 とが 交が あるかと いふ ことを 調が して W 
つて，：：： が新閒 がさう いふ 八 逢を ぶ •师 に推腊 する やうな 工合に 
化 おけて わき、 梢に 歐 洲大戰 巧は が乂 人の 政が 逆 出が 巧々 ぶ 
かにな つて 來 てが りまず。 

然し、 折 太 人 驚と ぶつた やうな もの V は 勝つ 扯 込が ありま 


せぬ ので •民 ホ •お 和の 兩 驚に 籍を 拐く とがに 所訓巧 働媒と 
いふ やうな ものを が 織して •それに 化つて 勞働 ぶの お I ; ルを 55: 
やうと いふ 風な 方 かで 進んで 居ります。 

搞乂 人は 移：^ 問迎 にがても 非常な 勢力を かつて おります。 

〇 アメリヵの ボルシェ ヴ ィズム •リ— ダ— 

アメリヵの 逊激述 動は 總て搞 太 人の お 尊す る 所であります 
そして さう いふ 方： 师の 人述 は、 獅乂 人と な備 しないと な酱を 
加へ ると いふ 風な、 キ ヤングを 巧 川して まて やつて がります 0 
サンフランシスコに 於け る忡 化の ストラィキは 巧 太 利から 
ホた 「ハリブず エス」 が指譜 して-おりまず。 

今な にが 太 人の 勞働述 動お譜 おの 名前を 舉 げて扣 ますなら 


波止場 人夫の 指堪 ぶは かン フランシスコでは ジョセフ •ラ 
イアン、 

柬 部では ガリ キシュ タイン、 

自動 苹 ストライキの 指導者は フラン キン スキン、 
が巧輸をストライキのお譜おはエ ードル マ ン、 

官巧 ストライキの 指媒 をは ア ロン キ ヤツ、 

タキ シ ー の ストライキは ジョセフ ビユ I ズ (シヵゴ) ボル チ 
モアの n I ヘン、 

搜 おがな のお譜 者は レ I マン (ヵルフ オル こヤ) 

締人述 動の アデ テ I 夕 I はヒ レン ブランク、 

エ莱 かなの ストライキ 、 C •1,0 の 製 期 事 策の ストライキ 


託 巧乂法 
動は 常に 二 
揀 のぶから 
逃んで わ 
る。 一は 破 
巧；：： 巧で 共 
の闲の 傅が 
とがの 閑人 
のな 力を お 
める がで あ 
る。 ボル シ 
エヴ ィズム 
のかき がの 
ホ ほで あ 
る。 叉 円 山、 
平で 巧 巧の 
美 ホの すに 
〇 山 ホ 巧を 
巧 巧して 世 
巧を み ホ さ 
したのは， 


には、 祸太 人で るいが、 二人の お 海ぶ が 表面に ホつて •わり ま 
す。 ホ I マ I •マ I チン、 ジョン •ルイスで •併し 祕密の 指令を 
は 折乂人 V シド ニ— •ヒ ゥマン、 站は 亞义利 加では 何げ もやる 
ことで あつて、 摘乂 人の 述動 となると お 衆が 加 はらない から、 
辭太 人で ない みを 化づ踞 らして、 さぅ して 略々 飢 織が 山來る 
と、 それを 止めさして それを 牛 ザる とい ふやぅな 方法を 巧つ 
て-わります。 夕 くの 巧 働ぶ はな 等の 二人の ぶが ホ だとい ふこ 
とを 知らないで がるが、 巧 後に-おる ぶは 明騰に ホで ある。 

〇米阀 人の 事 おを が 巧の なめに ストライキを 

亞米利 加に 於て 今尙米 人の 手中に ある 主なる か 菜と いふ も 
のは、 先づ大 髓诲述 ち、 な 動 車 菜、 スタン ダ— ド •オイル •そ 


巧ん 人た る 
を 別が をが 
ム させ、 1 
がの！： の 傅 
が 並に がぶ 
ブをお めん 
とずる ぶ寸 
に 化て わる 
ザは 化すの 
が 典た るプ 

ロト n I ル 
に剛ら かで 
ホる。 

他の 一は 
むの 惦 ない 
巧に ょつ て 
冗 解ず るぶ 
や 力を 化の 
ま〜 をみ つ 
て 世 ホのを 
な ホ、 ゴ 滿 


れ から 電訊事 策、 带おが お、 製鋼 带業 等であります が、 站等 
の 事ぶ W 外の ものは 巧 お 太 人が やつて がります。 そしてが 太 
人は 之を お落さす 巧に ホの かおに な擊 u 蝶を ぶめ てがる 禪 V 
あります 0 

總 ての ストライキの 巧 後には 摘 太 人が がると いふ ことを 反 
硏义 人. ぶぶ ぶが 公 あしたので あります が、 所がが がさぅ V な 
いとい ふこと を 示すな に、 蜗乂 人の やつて W ります、 ハ リゥ 
ツ ドの フイルム 事 莱に對 しても わざと ストライキを やつた。 
であるか らして、 總て ストライキは ホが 乂人 だけを 巧し める 
もので ない、 训 ち折乂 人の 化 業で あると いふ ことを カム フラ 
ジュ ずる 巧に ハリウッドの 巧说 とい ふ もの 起つ たが、 がしが 
くがく 終った のであります。 


夕' 
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巧 做 並に 化 
ホが にがけ 
るお乂 人の 
力を な々 强 
化せん とず 
る； U 動で あ 
る 》 

化の W が 
兩 似を •むの 
なければ 於 
ぶ 猫は お 
巧にから な 
•、〇 


亞乂利 加に 於け る ホの 指鸿 ぶは 搞乂人 V' それに 巧し むぶ 
は 非搞乂 人で ある-- 

チゥ ビンス キ述 動の 巧 後に あるのは ホ. て あるが、 ブレジ テ 
ント •ル— ズ ベルトは 彼等とは が變 良い お述 .てす。 巧 働 聯盟 
からよ ぶ 八 千 弗を 化め て 西が 乂 にを つた。 公々 然と 两 が.： の 
お產 踞に對 してを をを つたこと を 非常にり おして 終つ て 居り 
ます。 化ず 驚は ル I ズ ペルトに 對 して デゥ ビン スキ— の脚髓 
を解髓 する ことを. 逝 ホした 所が 冷へ なかつ た。 

〇 巧 働 おな は ボルシェ ヴ ィズムの げ义 

サンフランシスコの 仲 化 ストラィキの リー ダ— は ボルシェ 
ズムの 人と 一が に 波 おに ホつ てが： がを したが、 化は 郎米利 加 


の 化が にだす る ものである。 

所が 巧义利 加の 化 律に 反した からと て、 がの おを を 還す る 
ことが 出來 ない。 何と なれば を おは 巧 働 巧の 赞憐 に喊 する の 
V あるが、 勞働 巧の お 巧は フランシス •パ— キン スと いふ 締 
人で •而も それは 搞乂締 人で 其の 木當の 名前は からない、 が 
の 夫の 名は ゥ斗ル ソンと いふの ださぅ であり まずが、 其の 締 
人の お {けが 送な の樣 九を 掩つ てがるから， てあります。 だから 
をな する ことは 出がない し 詰り それは 辭太 人を 化 誰す るから 
であ 〇 ます 0 

かし 前に ワシントン 政 化では 局 おに キヤ ザ リン •クロ ツグ 
を 巧 命した。 化の 貼 人は 巧 ホ 利 加に 於け る ソヴィエトの な 一傳 
部長の お 君です。 


お雍 お茶 的 傾向の 强 いお 大 學の總 長が 最近 政府の 非常な ぶ 
職に がいた。 

紐 巧な イリ ノイス 州の 知事は 搞太 人で あるが、 化は 乂阔の 
最も 巧ぶな 州で ある。 次に ま邀な 州は ペン シルバ ニャで ある 
が、 その 知事は アー ルと ちつて、 搞乂人 だとい ふ 崎で ある。 
最近 ホの 勞 働ぶ 述が ストライキを かて、 エ瑞の 前に ぶつて 勞 
働ぶ の 出 勒を阻 ルし ょぅとし たげ に、 化の ァ I ルと いふか 舉 
が •軍 隙を 此 等の 弟の 側に ホた して 保護した。 而もが 凹は 化 
の ホ 化述 動の お举を 詳しく 蒂 かなかつた こそれ は 一部の 化の 
な 謀計ぶ が 旅 露され ると、 化鲜 的に 工場を ギャングの なにが 
壊される から である。 

兎に 巧搞太 人は 巧 働ぶ の 力を 難り て 非常に 勢力が ある。 政 


がに 於ても ホ 常な タカを がつ て-わつ て、 彼等の 位 巧を がる 巧 
にが •ぃしい 部 著を をく がへ、 义 がの 位 巧に 就きつつ ありまず。 
义 政府に 於け る祸乂 人の 人：：： を狀 やしつ、 あります。 之は 歷 
: 史に微 してなる に獨 逸に がても 伽閒 w に 於ても 耶乂利 加 じめ 
ける と！！： なの 巧き 义 であるので あります。 

- 

- 

„ 〇 金銀 獨巧 工作が 巧々 盤め られ てがる 

I 父に 今一つの 化 策は、 をと 銀と を どんく，：：々 嘴の ホに 化 
I めて、 さぅ して 政府 じ紙带 ばかりを 獲む させる がで ある。 

I 巧 化牌爭 のなかと いふ ものは 餘り 知られて：： ない ので あり 
一ます が、 で 八げ 六十 一年に ベンジャミンと いふ 約 太 人を 乂媒 
i 火 おに 逃んだ。 そして 今の 巧乂利 加の 乂絲 火.：：： 一が 太 人 モル ゲ 
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な 化が 义 
邢 のが 化改 
ホが 夕米妍 
と の ホ 
で；；；： はれ 
て •支邢 の 
巧が はお ど 
が ホへ 引か 
られ -4 巧が 
惟が ぶ邢人 
にがされ 
た、 そして 
巧の が 術の 
巧 化を 义ホ 
巧ぶ が 
巧が：！： 巧に 
巧り トーげ て 
わるので あ 
る •これで、 
ぶ邢 人には 
英米の 巧 助 


ン ソ J と パじや ぅなで顺.\」をを盛 ん にお^げ て し ま つ た。 さ 
ぅして わいて ク 度は 紙带を 無侦恤 にした。 そこで 人 i ； がを を 
がした けには 於：： 卜何處 にもない とい ふ 風な こと' てあります。 
詰り それが 化の 巧化贼 巧に がて 巧ぶ が 倒れた 晚阅 V 、 婉乂人 
がな をが 逃げした 靜 V あります。 现 かの モルゲン ソ I ( w が お 
巧) も：： 1: じ やぅな がを ずるので はない かと 私は 恐て がります。 

大 牌が お獨 逸に わつた 經驗が あるが、 お 局な 带 のぶぶ を 期 
する 巧に 令を 化る 必典 がちる とい ふので •盛んに かを 化め た 
雜 であります。 即 がめ の巧辦 制度で スッ ヵリな を 化め ておい 
て 次に 巧ら しい 根 巧の 巧 幣制ぶ をぶ てる。 結 村 それが なにが 
の侦 他は ぶの 二卡 かの 一にな つた。 そしてが の 巧 だけ 训 かか 
の 十九は が 太 人の 問で 推き k げ てし まつた。 期 化の モルゲン 
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# 


をければ が 
化は をぶ す 

るぞ とこみ ふ 

ぶ W がぶ 巧 
したので あ 
る •巧ゴ す 
れ ばぶ ホの 
支那 おが 獨 
A の ー ホは 
である。 

それが 兮 
n ぶ 观ホ鞋 
で •あれ 义 
け渝お 的の 
混 化を して 
いる 丈邢の 
巧が かおに 
がける 巧が 
巧 化が 本年 
化 り二 十二 
円现 が， 也 


ソ I も：！： じこと を やる のでは ないかと 恐れて おる。 

ミ 1! 遇を ては、 千 九ち 二十 一一 蒂に策 之 宗を龄 

义利 加に 化つた 謀で をり まずが、 之に がて 辭太 人は、 おは 巧 
々のが 幣 を保讓 する 巧に 政府に がけて がるので あると いふ こ 
とを 一 in つて 盛んになを 化め た 難であります。 佛说 W に 於ても 
おち 利に 於ても：！： 糕の ことを して、 クや乂 部 かの 金は 折义人 
のでに 人つ てが ります。 

彼 化み を 集めた 上で •二十 億が を て 外 网の姐 巧を 質 ふこ 
と 力 手" された。 ザの 巧け は ドル のぶおを 期す る 巧で ある 。そ 
して 議 をに 沁力染 ホした ことは、 此のを を 使 ふ 巧には 帳簿を 
がへ ない こと、 史 にか 議し たことは：；： 頭を f 也 一、； £ 大統 
がに が吿 するとい ふこと である。 元ょり 之れ は搞太 人が 诚會 




—— 班 


令が； パが 化 
ま册巧 〇吉 
阿 3_4 リ 本 
ょり 一二 M 

3 4 ぶが 化 
をが 巧して 
ゐ るので あ 
る。 このが 
庇げ た 巧げ 
は 巧々 がへ— 
を 巧の した 
がが 巧では 
が 巧 がっか 
ない 义 、り 
本の 巧 ホ 巧 
巧の 仍 化は 
みに •小ぶ に 
夕仍 である 
巧から 化て 
がぶ 人が 巧 
巧が おを 义 


を 操って 斯ぅ させた ので ある J 二十 惊 ホと いふを 蔚 は* い 心ん 
阀の姐 巧を も 粉砕す るに：： ルる だけ， いがで ある。 例へ ば 佈縣巧 
の 政 巧に 對 して、 化款 契約 ナる瑞 合に 於ても •紙幣の フラン 
にがして 金を 與 へる。 どんな 折乂 ぶの 政が におしても 化の ず 
を川ひてがる。 •茲.叫-姐に對しても的糕なで华；：で2^てやっ てが 
ちぶ . C 部の 金と 义 胸の 紙雕 とを 換 へた 譯 であち 勿論-か々 
は 之を ハツ キリと 謠明 する ことは 出來 ない けれども、 ホし-な 
々は それ おに ぼんやり でない ので あるから、 議 をの か说 から 
推しても、 さぅ いふ ことが むが 推論 出かる ので ある 金融 適 
逍 はが 乂ぶ 政が たる 英阀と 伽 期 . C と、 が： のがと には 巧になる 
ことで、 獨 逸、 が乂 利' り 木の 巧には 巧し いこと である。 

でむ ほ此 Q ミぶ 力を W て點緊 お款 おを い 
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がず る 九を 
なると 巧に 
化の 巧 策を 
诚 ずる 必が 
あがる。 

り 木の 一 
ぶ一 一片 巧 持 
になず るを 
巧な は冉が 
化の がな き 
や。 


いふ 策に 出て W るので ある。 これが 义 那の带 制な ボに 現れて 
ゐ るの であります。 

0 がぶ 人の 犯 卵は 記錄 にんめ ない 

お乂 人は 年々 な々 巧 力を 前义利 加に 化て 化て がるが、 さぅ 
いふ 中で もが 乂 人の 犯耶は 記錄 する ことは 出來^ い。 どんな 
辟 おの 帳满 にも 獅乂 人と いふ ことは 絶對に ホ；： けない ことにな 
つて 250 ます。 總て搞 太 人の 常にぶ 張す る 所に 化れば、 統計 
たがつて 炯太 人は 化那を 犯さない がが 諮 明され てがると 0 
併し 大槪の ギャングは 獅太 人が 協力して 巧る ものである 0 
又、 腿が は どの 町で も お 乂 人が 支配して W る〇ギ ャングの 記 
がなん かじは が 义利加 人と 黃 いて W る けれども* 併し それは 


♦ 
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耶义利 加 人と 稱 する 搞乂 人の こと. て ある。 大きな 町では 政 冶 
的 巧 力を 利 川して、 衍太 人は 能く 新 判 巧になる。 殆ど も か： 9 
辭乂人 だとい ふやぅな 現象を 呈 してが る。 だからして 獅乂人 
の 化 卵ぶ は 折 太 人の 戴 判 巧 じ 裁かれて、 けには 那 おが 發 なさ 
れ るが、 それが 义 許される ことがある。 

〇 反 妍义ぶ 雜の名 出は 巧. 化する 

な。 ァ メリ ワシントンに がける 茲 みの 大切な 觀說 はが 閒に 巧かない が 
ずぶ 佛バ もが あ ミ 或る 或：：：： が、 抓 か.^ 6 邮嚴糾 款歡ム した も 
龍 顏論谓 にぶぉし=1若し一すひたければ、 设め’：：かに荫がに云っ て欲し 
0 ^^ いとい ふこと を-典 ホした。 ある 强 硬な 説：：： がぶな として 搞乂 
と换 わで 觉攻艰 を やつた 處 止めろ と辦 おされた が、 之に W せず、 H 張し 給 


# 


r 


參 


けたので、 彼は 縫々 巧 巧を 巧け た。 彼は 逃擧 前に 化と したが > 
新 閒はム 臟お化 だと 一 in つて がる。 

上院 歲 U の ショゥ 巧は、 辭乂 人の ことを な舉 する：：： 的で 摘 
太 人とは lin はない V 、 赤、 ボルシェけ ィキと いふ 名を 川 ひて 
論じた。 それを も ルめ ろと 化な された が、 彼は がの 後 も それ 
を 給け た。 がの 後 化は タキ シィ にぶつ が けられて •化ん V しま 
つた。 がの がの 人は 之の タキ シィ の述轉 すは お义 人' て あると 
背：： つてが る。 

斯の 穂の が 例を もう 少し 述べて 扯 る。 

ヒ ゥ ェ I ロ ン グ はボ ル シ ェ ヴ イキ に對ずる猛烈なる反對ぶ 
V あつて、 彼は 反辭 太ぶ ぶの 旗峭を がげ て大統 がが 補に 乘山 
すと いふ ことが を乂じ 知れ 互った" それは 那义利 加に 於け る 


れて わる。 
化の、 む おお 

とは か 何な 
る もの かは 
油 おのが か 
さる \お で 
みら ぅと 化 
ふ。 
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反お述 動ぶ じがつ ては 非常な ホ I ブ だつた' がるに 彼は 事路 
所へ むく 途中、 ワィズと いふ 枫乂人 じ ビス トルで 射殺された 0 

义ヵ ルヴィン • クーリッデはで九巧二十三がか，1^で九巧ーー 
十八 年まで 义 一: 火 統領に 地位に あつたが、 で 九が 一二 十二が の 
逃擧 前に、 彼は ム臟お 化で •化んだ。 

ク— リッ デに 次ぐ 保守 おお (謙 彼 者は 楚闽的 反 ボルシェ ヴ 
ィキを 此の おで 姐稱 す) の 火 人物は ドワィト モロゥ (リンド 
•ハ I ク乂 人の 父) •てあります が、 彼は メキシコ 駐剂乂 使で あ 
つたげ じ 非常な 反 ボル シュヴィ キ V あつた。 彼が 若し 昨年の 
逃舉 まで 化き 延びて おつたならば、 彼は くん 臟 •おで-化ん 
だで あらぅ 0 

史 にが 守、 ぶ 蘇ぶ 中では メリ— ランドの 知が リチ I とい ふ大 
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人物が 巧つて 居りました が、 彼は 昨年を 义を 遊說旅 わして、 
一^ ボルシェ ヴ イキの 趣 巧を 橄胳 させ やうと した。 彼は 鐵 道の 
切符を 巧つ て 明朝 ザく 出を しやう としてが つたが、 がの 前の 
晚 におた 切りで •化んで しまつた， 

それから此の前のデモクラチック • パ ーテイのお攀ぶのゥ 
ホ リアム •デニング •ブライアン はだ ボルシェ ヴ イキで あつ 
た， 化は ボルシェ ヴ イズムが が义利 加に 入つた 助に 反 おした 
が、 千 九 巧 二个 六が に 欠 張りん 臟 病で 化んだ。 

ォリムピックをけおロバ ートシャリォは、 祸乂人が义阿が 
逃ず を獨 逸に をる ことを ‘ k 對 して、 训が义 利 加 だけを 參 加せ 
しめない やうに 进 つたの におして、 彼は それに K 對 して 柄 太 
人を 非常になら せた。 之を 知つた 人々 は、 彼は 必ず 父ん 臟病 


V 化ぬ であらう と 前 w て悚一 in ナる ことが 出來 た。 彼は 维備の 
巧に じ？ 一 にむ つたので あるが、 斯うい ふ ことがあ つて か、 い 二 
週 問 後に、 巴 化 V ム臟 柄で 化んだ と 報ぜられて 居ります。 

糾博 巧の 出納係に、 約乂 人で ない 所の 力— 二— グ ハムと い 
ふぶ が 逃 ばれた ので あるが、 彼は 初めてな 赔 する 途中、 馬に 
乘 つてむ つたの V あるけれ ども、 蘇 馬して 化ん •てし まつた が、 
ド クタ I は それを ム臟 麻辦で 化んだ と 一 jn つて 居ります。 

阵軍 をむ をのを 負 お マクッ エン、 彼は が 太 人の，：： みがの 人 
と贿 執を 生じて お 職して 腹を ホて、 家に 歸る 途中. 化んで しま 
つた。 

斯うい ふ 現象は 前 W て 人が 巧测 すると 何け もがの やうに •化 
んで巧 く 經路を 辿つて がる。 ショゥ 巧が 謀 巧で 反が 太の 化說 
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をし たげ に 人は 巧 彼は-化ぬ であらう とい ふこと を靑 つたが、 
結局 タク シ I の衝災 で 化んだ。 

總て さう いふ やうに-化んだ 人の ことを 考 へて 姑る と、 クラ 
シン、 ブライアン、 ク I リツ デ 守 化んだ 人は 巧が 守踞 'てあつ 
て、 それを 考へ ると 初めてな 巧が々 る。 

總てだ ボルシェ ビズム 即ち 反婉 太の 指 堪ぶ逮 は 化ぬ とい ふ 
經路を 辿つ てがる。 W 上の 巧 例の 述 ボルシェ ヴ イキ じ 反對し 
か i : 和^ •:& かりの が 名 如 人物の 中で > 現せ 迄 化き 巧って がる 
のは 二人 だけ V 、 化 ハ％ 前は ジョン •デ I ビ I スとハ I •ハ— トフ 
1パーである。 總てボル シ ェビズ ムに反抗して化治的述動を 
やつた 人は 變化 若く はな 化して がります 。デが イスと フ I ヴ 
ァ J がホ巧つ てがる 现巧は、 夕か此 の 二人は化ながく大膽な 
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巧 動を やらな かつた とい ふこと た あるら しい。 大贈 なおは 例 
外な く •化んで がる。 

义化 巧を 調べて 見れば 十 お 人 乃至 二十 人の 中の 一人 か 二人 
か だけが、 タキ シィ の衙 炎で 化んだ だけで あとは ム臟 病で あ 
ぃ。 

之 に反してむ 的 歎 及び ボルシェ ゲィ 丰侧の 来は 巧 生きて が 
る。 即 二十 冗 人の 反 ボルシェ ヴ ィキと 二十 孔 人の ボル シェキ 
ストを 較ぺて 見る と、 前 米は 巧 避 化して がるが 後ぶ は 巧 化き 
てがる。 なは 外の 网に 於ても 巧 巧 じ 事 •てあらぅ と 化 ふ。 

〇 オリンピック 柬な大 なを 柿れ る 

先のを 長が 化んで から 亞米利 加に 於け るオ リム ピックを な 



おは 搞太 人で ある。 姑は：：： 本人 にがつて は 非常に 大事な こと 
て あるが、 恐らく 千 九 巧 叫 十 年の オリン ビック 柬な大 がには 
肺： 义利 加の 妍太 人は 郎义利 加の 遇 ホが H 木に 來 なぃやう に述 
動す る •てあらう 。それは H 木と 獨 逸との 政治 トーの 腳 係が ある 
巧に •獨 逸に 對 してやつ たかく、 Ijn 論戰 、新 閒戰に 化つて 巧 
凹を ぉ してが の述 動を 觀 おする であらう。 婉乂 人は H 本 じ 一 

對お歲 をを を 瓜を 献お 货齡 をお^。^ 

ミ だを 馨は亞 米 利 加 人が：：： 木 にがてが 盼 いを 絮 .3 
いふ ことを 非常にが まない。 獨 逸に むく ことじ 反が したの も 
问 がの 理 巧からで ある。 

〇衍乂 人の がつすと 二 巧 政ぶ 

A .. J 


.三) 亞义利 加の 民衆の 怠な とい ふ ものは 化づザ 化；^ お前 
から漸ホ树太人に化つて牛^:^られて來つ 、あつた^ 

ご 一) 化 界乂戰 が始 つたけ に、 彼等は 親獨 論を 盛に な俾し 
た。 それは 簾-の 亞の蟲 帝を 獨逸 をして 例 さしむ る ことを ホ 望 
した か‘ レで ある。 二十 化紀 の， 初めから 獅乂 人の U 的は ホ 化 露 
巧 姐を 倒す ことで あつたので 、世界 戰 巧の 巧 期には とを 例 さ 
んが 巧に 親獨 論を を俾 したので ある。 

ご 二) がの ぶ： C 亞な ホが やつ 付けられぶ •巧 地に 獅乂 ぶの 政 
かが 述設 されて からは 反獨 論に 變 つた。 即ちが めは 视獨 論を 
を 傅して 獨逸 をして 雜两亞 をが たし、 がの ぷ阳郎 に辦乂 人の 
ホな 政府が 出が ると、 今 巧は な獨 の宣俾 をして 那义利 加を 職 
巧に 參加 させて 獨 逸を 例した。 そこで 二つの 阁が树 太、 こと 
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I つて 巧され たので ある。 さぅ いふ ことは を潘 のが 乂人 新閒ユ 
i I マニ テに 出た ことで あるが、 新閒に 寄いた ものに 化る と、 

驚緊 かを けた か i をを 寬を たを 邮缸も 

I い、 か腎お i 繁， P 靈をぶ お 霞を： 黨な 

一した とい ふ 風に 證 ぶして 屑る。 邀す るに 非祸乂 人を がむ とい 

一 ふ 傾向を 一ぶ してが る 〇 ( な プロ トコ I ルの 化ぶ 姐 〇をぜ りして いる) 
S それにが ては，：： かは ょく 人の ぶふのを 閒 いた 
: W ち ボルシェ ビズム はだ 資本 まがであつて、 ち 等が 渡せば 
I 彼等が 受 がると いふので あつて、 波す のは 前 义利加 人並に 非 
飾 お ESi が 乂人 であり、 受ける のが 搞乂 人で ちる。 吾々 が 波せば 向 ふ 
がが るが する に柄乂 人が それを 巧を 取る の •て ある つお乂 人が 
ゎ ^ ボルシェ ビズム を 利 川ず るのは 非搞乂 人の 阀體 化體 巧に な 本 
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を 例ず 巧め のず 段で ある。 此れが 獅太述 動の 最も 巧. 典な 一の 

點 である 心 

(五) それから H 本は を 本 ホ おの 嚴も •なき ホ 本で ある。 そ 
れが 非常 じ 巧く 述轉 されて がるから、 H 本のぶ をな 資本 ホ蕊 
のな き 運 化に 封して 彼等は 非常に 反感を 巧つ てがる" 從 て：：！ 
本を 非常に おんで がる。 

(六) 亞义利 加では 平和 論が 盛で ある。 おの お 尊ぶ はが お 
人で ある ことは 中す まで もない が、々 がので 巧述 動を おして、 
ラず 才 なんかで も 盛に な傳 して 邮米利 加 人に 加 人を 盤め て お 
る。 併しな が 一度 か 織が 山來て 火き くなる と今废 はがの ザ 巧 
運動の敵は獨逸と H 本であると i ?へる iE ^;になる。 お局だ目獨 
とい ふこと になる 0 


それに 化つ て、，：： か 等の 最後の：；： 的を 達しょうと いふので あ 
るが が 斯うい ふ：： をの； 卜に踩 巧を させる、 训 心が 歌 和如娜 
パて ある、 巧々 の や 巧が 脅が された から ホ 巧の 巧に 戰 ふので 
あると いふ 所 にがつて むかう とい ふので ある 〇站 はで 九巧卜 
六が のげ にが 义利 加を 參戰 させた やりり と M じで ある。 化の 
がは り 木に 取つ て 非常に 乂带な ことで あつて、 を々 なな 談が 
おお 太 人に 化つ てな されて がる。 

さう して 過去 二十ぶ が 問お乂 人は 各阀を コント ロ！ ルし、 
戦 巧を W て 化 等を ぶに 巧は しめ、 〇 みは おでが お 工業 巧 お 並 
じか 威の 力で 义酣椎 を 招つて ホて がるので あるが、 がの 問の 
經逊 は. 逝す るに 柄乂人 支配の 树 をして 妍乂 人の 支配で ない 闊 



に對して戰巧を仕掛けてがてがる。 折太人の支がして"5^か幽 
は 今 •ては が义利 加、 お 巧 利、 佩 蘭； €、 ぶ ‘ c 邮 であり ••支配し 
てがない 阀は巧 本、 獨 逸、 が 太 利で ある。 

(八) 々トロ ツキ— は メキシコに 於て スタ I リンに 封して 
巧 閒戰を やつて がる。：；：^ ハの り 的は 郎义利 加に W るが 太 人を し 
て スタ— リンが 反が 太 ま 蘇 おで あると いふ ことを からせる 巧 
であるり 

(九) 若し おが 郎乂利 加の が 太 人に 知れたら、 が义利 加の 
が 太 人は 反 スタ— リンになる。 さぅ いふ ことになると 化 ハの 問 
丈け はが 乂利 加は がか 親 H 的になる だら ぅ。 それは H 本を 利 
川して スタ— リンを 倒さん が 巧で ある。 かが 乂利 加の が 太 人 
は どんな ことにな るか 义、 U 本が スタ— リンを 打つな に 巧 W 
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出來 るか どぅかと いふ ことを 考へ てがる。 

( 一 0) それで：：： ドが ホ 利 加は 半み は 親 UV あり、 ホみ は 

排日で 今 どつ ちに 化 まる か 知‘ レん と 巧つ てがる， 裸 •て ある。 

な 化の W 逆は が 下の ま邢ザ おに 腳 がして ザ 巧を 加ん るべき であろ 巧 巧みの 
調 ホに ょればん， 英闊 はぶ 卿に 約 L + 化が M の 化み ありと 化て いる (一 化 S 
! 一 率、 レ ー マ ー の 制 ホ； で 約 叫 小 化な M がに 加 ふるに 助が 約 S 小 偵が M を 支 
出して いる) ぷ瑞 から 化の おがに 巧して ぶ邢 側に ぶたねば ならね が 化から 
でも あらぅ が闲 巧に 议 りな 俾 がかな りな 列 i である， 

米闽 はぶが 政 かは 中ぶ をが つてい るが 的 巧の ぜ論 機腳は 一が をが くか仪 
n お々 がが がして いる •佛闲 亦が りは 巧が である。 

巧での 化る おは 英米は ぶで 共：： 一: 動かを かりつ、 あるが は 公 ふ おもない が 
ぶ 怖は 米闽を かり ホぇず 小.. ん 的ぶ おにおいて、 仙时 でも タホ がが M して お 
n に 巧 ひ るが 米 巧 巧の が夕を 蘇を しつ、 ありと 化 ふので わる •化に つい 
ては 供が 火 耽に がける 谢 逸に かする 米 巧の 態 化の 變 化を 巧 担す る必 がが あ 
る •ザ 併 义那ぶ おの 逃； パ 如何にょ つてり 本の 《 がが 動かず ベから ざる 時は 
n 本と ぶな して 巧 ホの 丈 邪に がける 化かを 雜 がせん とずる 併範ぶ ともなり 
巧る はに ホ 巧が のかれて がるが に 化へ るので ある。 おで おし 化の ザ おのぶ 
りむき 上 •化 巧が：：： みが 迪に W づ るかが をぶ じた 巧は 巧ら く义 ホの みなら 
卡佈 が 巧の かにが にがが をが M してが るが はがが して 巧るべき である。 . 


殊にへ， 1： のがぶ SICA はか 义お乂 村 w 巧が にょつ てぶ ぶした 卿ょり 
のがが に W かで わる •がつ て义 邪が 巧巧卜 ；： を：：： 巧す がぶ にり 木との ぶ 
協は ホ 化に W 微と 化は 托る • . 

そ こ で个が蹄内にがける乂が巧が人と妍乂人 の：：^化的ホ训から ス タ ー リ 
ンが 火が 巧が 人 側から がが されて 巧 W 妍乂 人的に がいてい るげ 午、 米树の 
が乂 人が スタ I リンに 巧して W 庙 をがず る ザは 巧が であるが •乍 W 义邢が 
がの かき 彼 タタ 米妍乂 人に とつて お 火なる 腳 、むがが 巧 巧した へ，：：： 化ぶ はが 
ろ スタ— リンと 巧说 してが 聯の 义邢な 助を 渝 おせしめ、 父 滿絡料 境の が 巧 
を か妓サ しむる がに W でつ〜 あるか も 計り 嫌いので ある •义邢 が 化 ホ 化し 
ない がは 化での 巧知して わる おで ある。 ホに 地中 お ii : 班を ながに せんとず 
る义 がの 衍 がなる が « 並に 化 お义网 がが がに 巧し 一千ぶ 儉のク レず ットを 
がへ， 义叩ク の义が 叫の が 巧なる 腳が について 化る も、 巧ぶ は 化：：： をなる 
巧が 出が をい ものが あるので ある、 從 つて 化 助に ついて 〇 代の 化の (化) の 
なれは 化 兮の带 化に 照して かおが する 必 がが あるので わる。 


〇お乂 人は 戰 巧で 儲ける がが 人には 不適 

辭乂 人は 禪巧じ 化って 利 姑を がで がた" 戰 巧が あると •咕义 
から 儲ける 义 化を 執る。 が 方を 利 川して 巧 巧して 储 ける 
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义戰 巧に むけた 方には 革命を 起して、 折 太 人が 政府を 乘取 
る。 、 

化 界乂戰 の 巧に 妍乂 人は 戰 線に なられる と 敵の 陣中に 逃 
ん V がき.，：：： 分は そちらの！： のぶで あると 稱 する。 版々 出て 
がた の •てあつて むみは 禪爭を 欲しない の だと： in ふ。 そこで お 
两 がでは 一つの 方 化を 考 へた。 卽 ち搞义 人の が おを 4^, が ホに 
向つて 薦 向けた。 中-がせ 人は 辦义 人を 非常にがん でが るから 
彼等は-^- がせに 逃がて むく ことを 恐れて さぅ いふ ことが 山來 
なかつ た。 

〇 なな 改革の なか 

なか 改革の が 面は 餘り 知られて がない が、 あれは 折た 人が 
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カトリック なをを 支配す る やうに なつて 來 たのに 對し 5? マ パ 
チン •ルー テルが だ對 した 所の 述 動であつた。 W がが で 迫 善 
されて 彼等が 太 人は 巧 カトリック かに 吸 化され クリス チヤン 
を 巧うて 祕密 には 祈 太 かを 守つ てが つた。 さう して カトリ ッ 
クか をに 入つ てが のが 職に 就いて がった。 架す るに な敎 改革 
とい ふ ものは、 辦太 人の カトリック かなが 触に おする 反抗に 
過ぎない の •て あるが、 多くの 人は 化の ぶの 事が を 知らない や 
うで ある。 獅乂 人は 祸 ぶをから 絶が に 離れる ものでは ない。 


〇 0 化の 詰は 此れで 一應 がって、 それから 談前 かに 
移つ てむ つた。 (問は をむ であり 巧へは 〇 氏で ある。) 


〇 アメリカの 將来 




ん 


な 


な ホに な 
ると ちんが 
はが 共ホ网 
ぶになる と 
ち ふが では 
ない お乂化 
される とを 
ムホ であ 
る 0 


問 郎义利 加の 勞働問 猫の 將 がを どうぶ ふか。 

祥 今の 儘で 過したら 獅乂 人が 巧 力を 化て 一二 二が 中に 赤に な 
るで あらう。 之に なし 搞乂 人を 追拂 ふこと が 出 がれば 卵 乂 
利 加は 非常な 繁榮 をが し、 H 木と も规 H 的と なる。 

巧働述 動は ホ 施で あらう。 

〇 何故 今を 此の ii ： 姐が なしくな 心 知 か 

問 何故 今：！： まで 此の 問 逆が がしくなら なかつ たか。 

答那 川は 二つ ある。 化 づが一 じぶ かが 縣帮 してが る。 かを 
で 巧 背は (巧 かま 慕の T に) 巧： i ： 胞ホ 萬を. がわし なければ 
ならない とい ふこと を か へられて がり、 そこに 獅乂 人の な 
俾が 入つ て祸お 人の 巧に 利益になる やうな かなが されて 來 


巧 巧 


たとい ふこと、、 もう 一つは 茲巧 がと いふ ものは 辦太 人の 
化 ホから 阳潑 した ものである からして、 盤當の 或る 部み に 
は辦乂 人の 文 巧 も 包を されて ある 譯 である。 それでむ 然に 
かを の 人は おぶ 人に 對 して 唆い 態 腹を 持たなければ ならぬ 
とい ふこと を か へられて 來た〇 さう いふ やうに なか 的な と 
いふ ことが 彼等の なには 大いに 都合の がい ことで あつた、 
が 閒並じ 印刷所を 殆ど 獨 占して いるが が お 本に ある ことは 
云 ふを もない。 

0 アメリカは 搞太 人を どうす るか 

邮义利 加では が 太 人を どうい ふ 風に 處理 する 考 であるか。 

0000 を 取らざる を 料まい。 がの 上で 化 界會議 を 州 か 


ねばならぬ。 併し それは がみな がでは ない。 なの アメリヵ 
はが 太 人に かすられつ、 ある。 例へ ば ル— ズ ペルトが 大統 
がに なつ たげ に外阀 への 化には 巧辭お 人で あつた。 千 九 巧 
ーニ十ーニ年モ ス コ ーにブリット、 シ ュ トラゥサ1を臣化に、 
シュタィン ハルトを ストックホルムに、 モリスを ブラ ッセ 
ルに それ t をつ たが 何れも 折 太 人. て ある。 义故 ペル ンシ 
ュ タィン も 折乂人 である。 

かやぅ に獅义 人が 祁义利 加に 於て 如何に 火き な賴 力を 摇つ 
て-わる かとい ふこと をが 米 利 加の 大衆が 悟つ たなら ば、 彼等 
はがち にお 义人 排舉の 巧に ホつ •であらえ 卓：： 論 機 脚を が 太 人 
に おられて ゐるク U の アメリヵ人 はが ど それを 知らない。 彼 
巧が 巧し つ、 ある ことを 知られ、 ば 彼等は 嫂 滅の述 命に 逝 ふ 

と 
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V あらう。 それには が一に ホ闕 おの 敵折乂 人は 力を 持つ て お 
る ことを 知らせる こと、 ホ ニ はがの 力を 强义利 加に 對 してを 
にして W る ことを 知らせる ことで あらう 0 

〇獅乂 人の 最大 弱點 

閒賊ぶ 人の 一巧 火き なお 點は 何で あるか。 

:巧 ー ホ おい 點はク 世界で 彼 呼が 爲 しつ、 ある 策 おその もの 
一 が卽ち 之れ である。 

この 祸太ク 策が 這を 太が li 奥して がるので ある 
がその 斯太敎 とい ふ ものは 非常に 斑 巧な 祕 が 的な ぶが であ 
I つて、 おがな の やうに 举靑を 幾が と 公に 配る やうな ことは 
一 しない。 を 部へ ブラィ 語で 何でもが ましてし まふと いふむ 



き 方 V あつて、 總 ての 儀式が 祕密 にが 行 はれる とぶ ふたち 
のぶおで ある。 

それからが のか 巧 化 ハの ものが 斷然揪 太な 的であつて、 例 
へば、 中な おとい ふが をには 病 姑で 化んだ 動物は 化して 辭 
太 人には 巧つ てはいけ ない、 併し お 邦人には 巧 つても 構は 
ない。 辦乂 人に 對 しては をの 利总 をが つては いけない けれ 
ども お 巧に 對 しては どん < が つても 化い。 义典 邦人の 處 
女を 化しても 非では ない、 唯辭太 人の 娘を 犯した 巧 合の み 
罪が あると いふ 風に、 彼等に 郁 合の がい、 さぅ して 獅乂人 
としての 脚 結を 强化出 ホる やぅ なげ 巧が 化郑の 問に 嚴 がと 
あると いふ こと、 それから r エリ •エリ」 とい ふが 乂 人の 昕 
f 接が ある。 それは 昔樂 をな ど •て 能く 歌 はれる が、 がの 巧が 


な 〇らぶ 
力なき 巧ぶ 
人は 相モ闊 
の 閑ぶ 的 W 
結に よる 力 
の 巧 動 稗を 

れ ている も 
のはない、 
巧に 说乂人 
の 力を 的り 
ざる 力を が 

れ ている。 


はが 太 人の 異邦人に 對 する 化 餘 のぶぶ を 歌つた もの である。 
それで それを 閒 いても 蔥咪 がみら ないから 亞义利 加の 聽衆 
はそれに對してずをがいてがる。 义‘コ ルこードレーと云ふ 
祈祕はビ ユ ーリムと公ふおに歌はれる祈お文であつて、 共 
の 祈は がるべき 年に 搞乂 人が 語る 嘘 In に對 して 許しを 願 ふ 
巧の 祈禱 'てあつて、 それは 次の やぅな もの •て ある。 

i\Iav all opth ツ and all vow グ wliicli \vo 吕 av nlkao W 日 
tllo year to 0050 1)0 readored not blncha 巧、 p 己 d bo aw 
nothings- 

さぅ して ボルシェ ビズム が この 辦太 人の 武器で ある。 結 
局 化 氏が の扶が 的俾統 的なる ものを 破壊す る ことが 彼ず の 
り 的， て ある。 他扶 がの ディ グニ チ— を破演 する。 前 乂利加 


に 於ても 降が、 海軍は 俾統の 文化 や 膝 义を巧 破壊して 巧く 
ので ある。 

此の 獨带 的で 排他的な 贿乂 なから がる 彼 寄の わ 動が 結局 
に 於て 彼等を じ ぼす 事に ならぅ。 

〇婉乂 がは 惡 施の あで ある 

問 摘 おな のな 巧は 人 問 生 巧に 於て それが 正義で あるか 不正 
義 •て あるかと 云へ ば 明に 不冗蔡 である。 詰りな は 正ぶ の 神 
でなくて 恶 魔の 神の か •である。 だから それを 倒す だけの 拙 
いぶ 茶の 神の 信仰の 力がなければ 此の おぶ 人を 滅 すと いふ 
ことは 脚 難で ある。 撕ぅ いふ ことが 第一に 考 へられ まずが。 

巧 巧な 嘘を ついて ぶ 的な 人を 欺いて 成功して がる。 お 的な 


人は 不ぶ 的な 人を そこまで 持つ ては 巧け ない。 不ぶ 的が 正 
的を 引 ートげ てし まつた ので ある。 

問 けれども 眞に 信仰の 本賴が 冗し ければ、 結局が のぶぶ が 
巧え 不化雜 が 倒れる とい ふこと になる。 むみは 化が かのこ 
とはから ない， が、 姑が 敎に 若し 本 常にぶ おが あるならば、 
搞 太な はお 局を 巧 敎の冗 藻を 本 常にが がる ことが 山 來る衝 
であり、 さう なれば 搞太 おを 倒す こと も 化 ホる とい ふぶ か 
的な 問勉 がが り 巧る 請' てす。 お 巧 かで それが 出來 ないか。 

がの 次に 搞太 なの 木髓は 結局 惡嫌 のかで あると いふ こと 
は々 史言 ふまで もない。 それは 何故かと 言 ふと、 力を 川 ひ 
る こと、 それからむ 己の 民放の 利 紐の なには おゆる 他； 族 
を犧 がに する。 斯うい つた やうな かが 何時までも 榮ん ると 


いふ ことは がり 得ない の V ある。 驻が 巧え ると いふ ことは 
化の 搞义 かを 滅ぼすべき お 巧を の 正 藻を 大勢の 人が もっと 
汲が る ことを しないから ではない かとい ふこと に W て 巧々 
は暮靜 かじ 對 して 或 鍵を 持っ。 

を 贿にヒ トラ I の やぅな 風に 政治 經濟 の改を がれ はれるな 
には、 化づ闊 民が 逍徳 的が 化を しなければ それが が 現し 得 I 
ない。 贿 じさぅ である； 亞乂利 加 じがて 巧货 である U ^ い 5 
巧 米 利 加に 於て は それだけの りかがない。 

0 り 本の おぶ の 力は おも 强い 

問 そこでが 二の 問 趣は 正藏の 力、 化ぶ とい ふ 一つの 巧恕を 
發站し 化 ハの レ— ルの 上に 巧々 が乘る ことが 必典 である 。を 


れに對 する 力を を々 が 川 ひ、 さぅ して 闽家 的の 闽 結の 力に 
化つて 之を 排淮 するとい ふ 力、 所 調 孔子の 青 はれた かく 不 
ぶに 對す るに r 的」 を W て せらるべき .て ある。 此のぶ 義の 
レ I ルの 上に 乘 つた 所の 力を 川 ひて 巧かねば ならぬ とい ふ 
ことを 第二に 巧々 は考 へる C 

答 •嬰す るに H 本人は、 〇 然に對 する 洞を、 なお 的な 慈悲に 
おする 感得、 さぅ した ものが 搞太 人と をが 違 ふ。 此のが は 
非常に 吾々 のん を 慰める。 

巧 そこで 先生 じ 此の 除 嵌 後に お 願したい のは、 n 本の 今後 
の网隊 的な 進み 方に がて 是非とも 知つて 戴きたい ことは、 
H 木の 本 常の 中堅が を戍 し、 H 木の 現が 及將 ホを 動かして 
行く：：： 本人は が おにぶ 慕の レー ルから 外れた 行き方は しな 


いとい ふこと をを 願して w る ことで ある。 义 そんた 外れた 
巧き方はが來拖對にがり巧ないと：：：：^ずる。 此の點をはつき 
りもぅ 一遍 誌 識を强 めて 戴きたい。 それは り 本の 膝史 にを 
密 がない とい ふこと それで ある。 り 木の 膝 おは 離が 閒 かれ 
て も、 茄が廚 まれても、 がから 今 H までぶ しい レ— ルの 上 
をみ 人が ホいて 來た歷 义で るる。 父 今の 巧々 は 次に 來る人 
に 此のん を 移して 巧 盤んで わくので ある。 此の 腺史 にが 密 
力な L とい ふこと を 能く 巧つ て戲 きたい。 

を變 する に搞乂 人の 恐るべき 娘 力 じ おして 一哟 だけが それ 
に 池まないで 巧つ てがると いふ ことは 出來 ない ので あつて 
み阀 が祸义 人に 化 肥され、 ばされ るが 結局 H 本 も； 化 服され 
るの. てあつて 、其のな かじが てみ 闽 の愛阀 ぶが M じ：：： 的の 


巧に 路力 しなければ ならぬ。： 合々 は 巧 M ぶの 友で ある。 巧 
々は 化の 闊 K である けれども 、り 木が 唯一の 化しい 戰 をな 
しがる もの' て あると いふ ことを U ずるから して、 巧々 の W 
ぶに： y 放 や闊を お越して H 本に 對し巧 助 するとい ふこと を 
傅へ るで あらぅ。 ， 

り 本は 明が 維が W がな けた 文化 中に 非常に 辦太义 化の お 
嚮の夕 かつた ことを がめ て 知つ た。 ク それの 訂化述 動を や 
つて がる。 御を 知の 〇〇〇 が 件、 〇〇〇 がかと いふ やぅな 
が 件が 化る の も、 詰りは がの 訂正 述 動の 一方の 現れで ある。 

现 巧の 化 巧に がて 大きな ii : 趣は 搞乂人 il : 跑 であつて 現が 
り 木が 當 がして いる 支那が 嫂 も W が.：^ がか も 巧が 义 ィズム 
から 起された もので、 训 ちがぶ ィズムに 對 する 戰ひ である、 


化の 搞乂ぶ おと 木な に戰 ひがる ものは： 九：：々 H 木 人で あると 
いふ ことを 今 巧々 は 感じつ、 ある。 り 本に 於て こそが 太 人 
とか 戰を 交へ 化る とい ふみが を 持つ。 それは ぶか 的 じ、 税 
神的に彼<东をお进し化る：：^么を持つてがる。 が併けげに彼 
等に柄太なの非巧を输お的じな菲なさしめて^を救はん 
とす る：：：：^なを我巧は持 つ て い る。 

■ 0 H 米 親善の 大迫 

答 H 本は 如何なる 闽 ょりもな く 摘 太 人と 化戰 するな 格を 持 
つてが^。 恐らく 辦太 人に 對ず るな 格を 持つ！： としてり 本 
が最 がの もので あらぅ とおは なず る。 耻お利 加に 於て は亞 
米 利 加 人の 菊な とお 鈍 さと 利口と、 さぅ したが ゆる ものが 


問 


化の w 姐の 把 抱を 妨げて-おる J 餘 りに 巧く 入り 逊 ぎて w る 
から 遲 いんでは ないかと もぶ はれる。 結 巧り 水が 辭乂 お證 
に 勝つ ことが 巧々 の 巧で も ある。 U 本は 败十 年後には 你大 
なる 跋響 感化を 世界に 及ぼす であらぅ。 

結論は 結局 搞乂 ィズムに 對 して 木が にが 义 利 加 人と： た：：：々 
はが 村の 戰 をしたい とお ふ。 此のが は： か々 が 化さて がる 一一： 
のみならず、 巧々 の 子 裸に も傳 へて むくべき W 姐で ある 0 
斯 くして が：！： の 牌を 木 巧に 持つ たげ にこ そ. 阳阀 はお 巧 おを 
となる ことを 巧くな ずるので ある。々 りは 化生が 斯ぅい ふ 
訊を し $ る 人で あると いふ ことを 非常 じ 指し < 化 ふ。 今：：： 
の お 詰は 私 おに 取つ て 嘗てな き 萬び であつ たとい ふこと を 
がく 御瞧中 上げる 次が V ちります。 •化に でを 桃へ てむ きた 


いもので ちる 0 

答搞太 人に 脚す る 印刷物、 例へ ば 本で あると かいふ ものが 
最近 能く 裕み 取られる 。をが 蒂 でも 總 て婉乂 人に 關 する も 
のが 能く 紛失す る。 义巧滅 する 傾向が あるが、 ：ィ」；： 々は 之を 
柿 巧し なければ ならぬ。 

巧 H 木で もさぅ いふ 傾向が ある やぅです 0 

(終) 

◊獅太 人は 英闊の 政治 樞 巧を 描つ てがる。 

■おお 化 柄に 便乘 してが 英 せる 藤 巧 親 雄 巧に 對し 語れ 
る英闊 ィン ピリ 个ル フ アツ シスト リ—グ の 官等 
ぶ アノ— ルド •リ I ス 巧の 淡 


英閔に 於け るフ アツ シズ ム は、 消 構 的には デモ クラシ ー に 
おする 愛 巧 的 反抗で あり、 務巧 的には 眞の ステ I ツマ ンシ义 
ブを がが 創造 せんとす る ものである。 巧々 フ アツ シストは、 
搞乂が 脚に 化って 代表せられ るを 權 政治に 對抗 し， て 『英尚 人 
の 巧の 眞の英 巧な 巧』 を 巧 建 せんとす る ものである。 

巧々 は 搞太的 デモ クラシ I のス ロ — ガン •て ある ，り ホ 平等 
博愛を 否認ず る。 巧々 は英网 — ii のな 黄なる 膳 父 傅が の 巧に お 
養せられ 鞭 典せられ て來た 人種的 本能を あくまで 巧 重し 之を 
化 持 せんと 欲する。 この 本能の 命ずる ところ、 人 問は 決して 
や郑 なる ものでは なく、 先天的に 化 おせられ たお 媒 ぶと 攸指 
尊ぶ との 素 巧的區 別が、 円 然と 訟 誠せられ なければ ならな 


從 つて 我々 の 敵は、 人類 平ず 主 游と僞 善に みちた 网 際お義 
の 美名に かくれて 英閔 大衆を 摊 巧し、 且つ ボルシェ ヴ ィズム 
と 闽際踰 盟と闽 隙 化濟お 巧と み 木 位 制と をむ 己の が 器と して 
を闽 おの 個性を 破壊 せんとが する 獄太 人で ある。 今：！： 英闽と 
佛國 とが 巧携 してが るの ちかして 眞の 段が 的 提携では ない 0 
それは 嘛闽に 於て 政治の 樞 機を 摇 つてが る國 傑的辦 太が 脚の 
結束に 外なら ない ので ある。 

が 図が 東洋に 於て 帝 園ぶ 義め 政策を とつて がるのは、 本來 
の巧國 巧が の 意圖ナ ると ころでは なく、 その 赏赋太 人が お 
國の 名に 於て 行つ てがるの である。 若しむ 分速が 政權を 巧る 
ならば、 才 I スト ラ リアの 如きは、 H 本に 割讓 しで も かまは 
ない。 ——(お)—— 


嗎 ... 
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一、 みな、 ィ が 太训跑 二關ス グ硏究 調を、 間の な 二 對外述 お 度が が 视ぶヲ み U 
二 巧 フヲ円 的 トス 

二、 本み、 ィ 本かノ U 的ヲ 速ぶ ス^タ ィおノ が 震 ヲ巧フ 

— ！ ィ 、阿み 及 お 外 二め ケ^が 悄 ノ硏究 調を : 

口、 闊巧及 お 外ノ巧 耍ノ向 卜述お 

'ィ 、硏究 な、 悚巧行 等 ノ閒催 

二、 巧 柳 誌、 闷 班、 邮す等 ノ刊巧 I 
ホ、 雜が 

へ、 化^ 本な NH のヲ 速ぶ ス^ 二 必要 ナ^が 巧—. — — 
S 、 本な ノ错那 、ィ みがぶな：：：： ノ がみ ヲなテ 之 二 充ツ I — 
四、 本な-一入な ス^ 二' ィか U ノ がか アがヲ をス ー 






困 族 巧を 力 硏巧叢 WK 一 か 

陸が 大化安 化 仙弘巧 

ユダヤの 人々 

巧闲巧 巧が 人み おが 『がぶ おが 究の必 おを 语じ おに 安； 化大 化に 化，# して 本 巧 
を 編ぶ しがく 之を がつ て參米 •'巧が に 化した J この 「4 グヤの 人* — は、 な 許 巧々 巧に 
お 萬が の 巧む を 化た ホ 著で あるが、 支那 巧が 勃 强经む 前、 骄介 •んの パト 《 ン であり 
巧 H 巧 力の 謀ち である 树巧 妍乂 が 脚の まがに がける 大巧 雄の 巧 巧が 化を が 加し • 
巧に 化が 巧 巧ょり 刊 巧す るっ树 ながが 如 硏究莱 其」 の 第一 冊と してが 巧され た。 

を ザを な大 化は を 命に 化り が乂 一? 迎巧 究に從 まし， この 硏究 のた め 持に ながみ 
聞に ぶが までされ たるが 巧が 人、 睐が なのに 於け るが 乂問描 巧 光の 巧 一人 ザで ホ 
り、 本 巧は、 帝闲ホ 巧が 人を をの 化 •かに 化る だけに この おおが おに 捣魂 fc わ 込ん 
で衡述 され， 巧乂問 猫の 山 ホ 並に おおのを がを がまり がく、 おめ てを 切に しかも 
平み に說 いた ものである* 

支那の が = ホ にか 巧の 抗 H 述衡 はおとして お 太 の 記が にがく* がち H 本と 
括ぶ とは 巧に すぶ にがて-化が 衡 ホして 巧る 巧が は 「文部 時が」 闻 巧が 神な 動貸特 
巧に がて 菊 化が 學 w お 巧が 「まがの 巧 後に；：！； 大 をる ユダヤ 系の まが 化 度が 满 める 
ことを をれ ては をらない」 と 洗 かれる 通で あ 0 て •これに 巧す るぶ 讀な くして は 
まが 春 お及び その 巧に 米る ものを 説る ことは 出が ねので ある。 

H ま 做が の 巧 化を ぶしく 进 謀し おしいり 本の 進路を がぶ ずる ためにぶ ある 人々 
は、 なが 本 巧を お 謀せられ むこと ゎ。 

ミホ as 內ま巧 幸 ミ 巧巧醫 巧巧責 を ミ S 送 巧 九な 
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◊紀ホ 前 化 百 二十 九が 巧 太**# は 
『な 象の 巧」 なる 苗 巧に かつて ザ 巧 的に 世 
养を化 » する 致 ホを 考案した 〇 巧の 拓は 
S 資のサ ホを 策を ホ 巧され た e ホ 巧 巧で 
其の 劃 « は 猶太 人民で ♦る •此の 拓は « 
4 正 « に a 巧な され 查 
W 巧を 貢いで* んで行 < •卽ち 巧る にな 
つた H は 精神 ett 巧 戍逍娜 の 化 话を來 
し、 革々 t * なし W 濟 的に w 壌し でたん 
で 巧 < の である •而し 
に囘 巧して 甘ち 巧 巧 合する 時が、 巧ろ 全 
ft ♦を 舉げて « 太 王のを 曲す る 巧で わみ 
なつで 居る •々中 化の 『»* のが J は 
巧 等 Q 巧 n でみ のが S を g が 帝 H に 巧け 
て 巧る •上面 口 » ち 之れ t 表は した to 
で ミ〇 


氏 





